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思いやりと交流で創る　新生文化都市
SHIMOTSUKE-CITY

　

市
が
保
有
し
て
い
る
行
政
情
報

を
「
行
政
と
市
民
の
共
通
の
情
報

資
産
」
と
し
て
公
開
し
て
い
く
制

度
で
、
市
民
が
公
開
請
求
す
る
権

利
を
保
障
す
る
も
の
で
す
。

　

市
民
か
ら
の
公
開
請
求
に
基
づ

き
公
開
す
る
「
情
報
公
開
」
と
、

市
が
自
主
的
・
積
極
的
に
公
開
す

る
「
情
報
の
提
供
」
と
い
う
二
つ

の
公
開
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
市

で
は
「
情
報
の
提
供
」
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
ま
す
。

◆
行
政
情
報
と
は

　

職
員
が
職
務
上
作
成
・
取
得
し

た
文
書
・
図
面
・
電
磁
的
記
録
で
、

組
織
的
に
用
い
る
も
の
と
し
て
保

有
し
て
い
る
も
の
で
す
。

◆
誰
で
も
公
開
請
求
で
き
ま
す
。

◆
原
則
す
べ
て
公
開
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
個
人
情
報
や
公
共
の

安
全
と
秩
序
の
維
持
に
支
障
が
あ
る

情
報
に
つ
い
て
は
、
公
開
し
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
費
用
負
担
は

　

閲
覧
は
無
料
で
す
。
コ
ピ
ー
が

必
要
な
場
合
は
実
費
負
担
で
す
。

　

保
有
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱

い
を
規
定
し
、
保
有
個
人
情
報
の

開
示
、
訂
正
、
利
用
停
止
を
求
め

る
権
利
を
保
障
す
る
制
度
で
す
。

　

市
で
は
、
個
人
情
報
保
護
条
例

で
不
正
に
個
人
情
報
を
提
供
・
収

集
し
た
職
員
に
対
す
る
罰
則
を
設

け
て
い
る
ほ
か
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

で
管
理
し
て
い
る
個
人
情
報
の
管

理
指
針
を
定
め
た
「
市
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
」、
秘
密

漏
え
い
・
個
人
の
秘
密
情
報
の
目

的
外
収
集
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
不

正
使
用
等
に
対
す
る
懲
戒
処
分
を

定
め
た
「
市
職
員
の
懲
戒
処
分
の

指
針
」
を
定
め
る
な
ど
、
個
人
情

報
の
適
正
な
取
扱
い
を
徹
底
し
て

い
ま
す
。

◆
保
有
個
人
情
報
と
は

　

職
員
が
職
務
上
作
成
・
取
得
し

た
個
人
情
報
で
、
情
報
公
開
条
例

で
定
め
る
行
政
情
報
に
記
載
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

◆
個
人
情
報
の
保
護
方
法

○
個
人
情
報
取
扱
事
務
の
登
録

○
個
人
情
報
収
集
・
利
用
・
提
供

の
制
限

○
個
人
情
報
の
適
正
な
維
持
管
理

○
電
子
計
算
機
等
の
結
合
に
よ
る

提
供
の
制
限

◆
個
人
情
報
の
開
示
・
訂
正
・
利

用
停
止
請
求

　

ご
自
分
の
情
報
の
開
示
・
訂
正

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
分
の
個
人
情
報
が

条
例
に
違
反
し
て
収
集
・
提
供
さ

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
と
き
は
、

利
用
停
止
を
請
求
で
き
ま
す
。

◆
費
用
負
担
は

　

開
示
、
訂
正
は
無
料
で
す
。

　

コ
ピ
ー
が
必
要
な
場
合
は
実
費

負
担
で
す
。
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総合計画市民懇話会
行政改革推進委員会

～ 市政運営について、いっしょに考えてみませんか！ ～

○ 総合計画 … 下野市のまちづくりの指針となるもので、まちづくりの基本理念を明確にし、
実現すべき将来像、まちづくりの基本目標、施策の大綱などを掲げています。基本計画は、
まちづくりの目標等を実現するための分野ごとの方向性や主要施策等を示したものです。
○ 行政改革大綱 … 下野市が将来にわたり安定して市を運営するために、今後の市政のあり
方などに対する改革の方向性を示したものです。
○ 行政評価第三者評価 … 市が実施する内部評価が「行政内部に甘い評価になっていない
か」などについて、市民の視点から評価をいただくものです。

平成24年度からを計画期間とする総合計画
後期基本計画の策定に際して、委員の皆さ
んが自ら議論を重ねながら策定に関する意見
などをまとめ、市長に意見書を提出します。

第二次行政改革大綱の推進や行政評価第三
者評価について、市民の視点から広く意見、
提言をいただきます。

公募委員と学識経験者（16名以内）で構成
します。

公募委員と学識経験者（10名以内）で構成
します。

委嘱の日から市長に意見書を提出する日まで 委嘱の日から２年間

７回程度
（平成22年11月から平成23年3月頃まで）

年７～８回程度

６名以内

書類審査を行い、１０月上旬頃までに応募者全員に通知します。

３人以内

日額８，０００円

①下野市に在住する２０歳以上の方
②原則として、下野市で設置する他の審議会、委員会等の委員でないこと。
③会議に出席できる方
④下野市議会議員及び下野市の職員でないこと。

総合政策室窓口（国分寺庁舎２階）、または市ホームページから応募用紙を取得し必要
事項を記入のうえ、次のいずれかの方法で提出してください。
・ 郵　　送　〒329-0492　下野市小金井1127　下野市総合政策室政策推進グループあて
・ F  A  X　（40）5572
・ 電子メール　sougouseisaku@city.shimotsuke.lg.jp
・ 窓口提出　総合政策室政策推進グループ（国分寺庁舎２階）

９月１３日（月）から２４日（金）まで
※郵送、FAX、電子メール、窓口提出のいずれの場合も、９月２４日（金）午後５時15分までに、
　総合政策室に提出されたものを有効とします。

の委員を募集します。

総合計画とは総合計画とは
行政改革とは行政改革とは
総合計画とは
行政改革とは

＊＊＊　多くのみなさんのご応募をお待ちしています　＊＊＊

問い合わせ先 総合政策室  政策推進グループ　　40-5550

総合計画市民懇話会 行政改革推進委員会

内　　　容

委員の構成

任　　　期

会議開催回数

募 集 人 数

報　　　酬

応 募 期 間

選 考 結 果

応 募 資 格

応 募 方 法

情
報
公
開
制
度
と
は
？

個
人
情
報
保
護
制
度
と
は
？

情
報
公
開
の
推
進
で
透
明
性
の
高
い
市
役
所
へ
！

情
報
公
開
の
推
進
で
透
明
性
の
高
い
市
役
所
へ
！

個
人
情
報
の
保
護
を
徹
底
し
ま
す
！

個
人
情
報
の
保
護
を
徹
底
し
ま
す
！

　
情
報
公
開
の
推
進
で
透
明
性
の
高
い
市
役
所
へ
！

個
人
情
報
の
保
護
を
徹
底
し
ま
す
！

　　
厳
し
い
行
財
政
状
況
の
中
、
情
報
公
開
と
説
明
責
任
の
徹
底
に
よ
り
行
政
へ
の
市
民
参
画
を
推
進
し
、

効
率
的
で
透
明
性
の
高
い
行
財
政
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り
集
中
的
に
管
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
な
か
、
個
人
情

報
の
有
用
性
に
配
慮
し
つ
つ
個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

問い合わせ先 

総合政策室 情報広報グループ
☎40-5550

平成21年度情報公開制度及び個人情報保護制度の運用状況
●情報公開制度
１.公開請求状況

公開請求件数

実施機関 件数 主な請求内容 決定内容

不 存 在

部分公開

部分公開 個人情報が含まれている部分を非公開

全部公開

全部公開

非公開理由

5 2 2 1

決　定　内　容

２.実施機関別公開請求の状況

●　個人情報保護制度　　個人情報の開示・訂正・利用停止請求はありませんでした。

公　開 部分公開
請求拒否

非公開 不回答 不存在 その他

市長

管財課 国分寺庁舎敷地内郵便ポストの公有財産目的
外使用許可関係書類一式

防災行政ネットワークの協定・要綱、保守、通知
公開することで関係当事者間の信頼関係
が害されるおそれがある部分を非公開

自衛隊からの通知、自衛官募集
市自転車駐車場の指定管理者指定に係る事業
計画書及び収支計画書

平成 20 年度村づくり交付金下野市東部（五千石）
地区の現地踏査調査図及び関連資料

生　活
安全課

農政課

1

3

1


